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るニューロンとして，中脳赤核内に存在する r アミノ酪酸 (GABA) を含む小型のニューロン (GA









ーロン上の GABA をふくむシナプスの数が術後約 3 週間で術前の約 2 倍に増加しており，さらに，抑
制性シナプスの特徴的微細構造として知られている「対称型シナプス」の数も同程度に増加しているこ
とが判明した。
本論文は以上のように，中枢神経系の可塑的変化の過程で，興奮性シナプスが新生されるのに伴って，
抑制性シナプスも新生されるという神経情報モデル構成上重要な結論を有力な方法で、導いている。従来
の微細形態学的方法は定量性に乏しい難点があったが，本研究はその難点を克服し，中枢神経系の可塑
性の解析に新たな指針を与えると考えられ，博士論文として価値あるものと認める。
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